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資 　料

主観的幸福感 と社会的相互 作用 の 関係

牧　野 　由美子
1

田　上 　不二 夫
2

RELATIONS 　OF 　SOCIAL 　INTERACTIONS 　TO 　SUBJECTIVE 　WELL −BEING

Yumiko 　MAKINo　AND 　F頗 o　TAGAM 訌

　　The 　purpose　of 　the　present 　study 　was 　to　examine 　whether 　significant 　re 韮ationships

were 　found　between　subjective 　wel1 −being　and 　social 　interactions，　and 　also 　whether 　a

revised 　 program 　 through 　a　 writing 　 method 　 adopting 　a　 cognitive 　 approach 　 could

increase　the　quality　of　soclal 　irlteractions　and 　subjective 　well ．being　jn　adolescents ．　In
the　first　study ，　we 　examined 　the　relations 　between　social 　interactions　and 　subjective

well ・being．　 Social　interactions　were 　tested　by　the　Rochester　lnteraction　Recerd （RIR）．
The 　quality　of　sodal 　interactions　implied 　closeness

，
　enjoyment ，　responsiveness ，

　influ−
ence

、　and 　confidence ，　 The 　quantity　of 　soc ｛al　interactions　implied　the　number 　of　other

people　wlth 　whom 　a 　subject 　related 　in　a　day．　 In　the　second 　study ，　we 　produced 　a

revised 　program 　into　which 　a　program ，　through 　a　wrlt 洫g　methQd 　adopting 　a　cognitive

approach
， ｛Nedate ＆ Tagami，1994）was 　modified ．　 We 　examined 　the　effects 　of　the

program 　on 　the　quality　and 　the　quantity 　of　social 　interactiens　and 　subjective 　well −

being．　Results量ndicated 　that　the　quality　of　social 　interactions　related 　to　subjective
wen −being　and 　the　revised 　proglraln　increased　the　quality　of 　social 　interactions　and
subject 至ve 　wel1 ・being　and 　decreased　the　quantity　of　social　interactions．

　　Key 　words ： subjective 　wel1 −bei  ，　Rochester　Interaction　RecQrd （RIR〕，　socia ！

interactions
，
　close　relationships ，　varr…t…ng 　n ユethod ．

　人 の 幸 せ に つ い て は， 古代か ら哲学の分野 で扱われ

て きた。しか し ， 30年程前か ら 欧米 で 科学的研究が始

ま り ， 最近は そ れ に 関 する文献 も多 く発表さ れ る よ う

に な っ て きた。幸 せ に は情緒的側面の 幸福感 （happi−

ness ）と認知的側面の満足度 （satlsfaction ）の 2 つ の 側面

が あ る が ， そ の 両 者を合 わ せ た も の を主観的幸福感

（subjective 　well ・being） と呼ん で い る （Lars。n，1978）。根

建 ・田上 ｛1995） は ， 主観的幸福感変容 の 主要因に ， 論

理的柔軟的認知 ・
問題 処理行動 ・他者接触活動 ・自己

実現 目標 ・自己受容 をあげ て い る 。 筆者 らは，
こ れ ら

の 要因に つ い て研究 を進め て い るが
， 本研 究は そ の 中

1
　 国 士 館 大 学 （University　of 　Kokushikan ）

z

　 筑波 大学 （University　of　Tsukuba ）

の他者接触活動 に 関す る もの で あ る 。 他 の 要因 に つ い

て は他稿 に 譲 る。

　根建 ・田上 （1994 ） は．被験者が 不快 な出来事や そ の

事 に関す る 自動思考や反論 を記載し そ れ に対 して実験

者が コ メ ン トして 返す こ と を繰 り返す と い う認知 的ア

プ ロ
ー

チ に よ る ラ イ テ ィ ン グ法 が
． 青年の 論理的で 柔

軟な認知 を伸ば し主観的幸福感を上 げ る効果 を もっ こ

と を見 出した。しか し ， こ の研究 で は柔 軟な認 知 に支

え られ た質の 高い 対人 関係 と い う視点 か ら は捉え ら れ

て い な か っ た 。 Duck （1993）は ， 安定的 で 親密な対 人関

係 を築 くため に は 適応 的な 行動だ けで はな く適応的な

認知 が必要で ある と述 べ て い る 。 肯定的出来事 は内的

で安定的な要因 に 鼎属 さ せ 否定的出来事 は外的で 流動

的な要因 に 帰属さ せ る こ と や ，一
様的 で 絶対的で 抽象
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的 な非論理的 思考 を多様的 で相対的で 具体的な論理的

思考 に修正 す る こ と に よ っ て ， 適応 的な認知 を形成 す

る こ とが で きる （Grigg ら、三9S9　；　Freeman ，1989 ）。 すなわ

ち，対人関係に お け る様々 な出来事 を論理的 に 柔軟 に

認知 して い くとい う こ と が
， 社会的相互作用 の 質を高

め る た め の基礎的要因に な る と思わ れ る 。 筆者ら は ，

認 知的 ア プ ロ ーチ に よ る ラ イ テ ィ ン グ法 に ，不快な 出

来事を外的で 流動的な要因に帰属 させ
， 論理 的柔軟的

認 知 を形成で きるよ うな改訂版認知的ア プ ロ ーチ に よ

る ラ イ テ ィ ン グ法の プ ロ グ ラ ム を作成 した。本研 究 で

は，そ の 改定版認知的ア プ ロ ーチ に よ る ラ イ テ ィ ン グ

法が ， 青年た ち の 社会的相互作 用 の 質 を高 め る こ と が

で き るか ど うか を調 べ ，さ らに そ の社会 的相互作用 の

質 の 向上 が 主観的 幸福 感 を上 げ る こ と に 通 じ る か ど う

か を検討 した 。

研 　究　 1

目　的

　本研究 の 目的 は
， 青年 た ち の 社 会的相互 作用 の 質 や

量 と主観的幸福感の 関係 を調べ る こ とで ある。

　老人 に お い て は，社会的接触 と 主観的幸福感の 間に

正 の相関関係が見 られ る が （Larson，1978），若年成 人 を

対象 に し た研究 は ま だ行われ て い な い 。

　Wheeler＆ Nezlek （1977） は ， 様々 な社会的相互作

用 を細か く記述 す る た め に ，
RQchester　 Interaction

Record （RIR ）を 考案 し た 。
　 RIR と は，参加 者が 日記

をつ け て い き， 検 査者 が 日記 の 中に 記載 さ れ た 社会的

相互作用 の質 と量 を分析 し て い く方法 で あ る。自分 の

社会的相互作用 に つ い て細か く量 を定め て 自己報告す

る記述法 で あ る。 1 日数 回，各 自が 経験 し た 他者 と の

相互作用 を記述す る た め に 日記 を つ け て い く。RIR で

は ， 参加者た ち に ， ユ7日間に わ た り 1 日 の内に少な く

と も 1回 は 決 まっ た時間，た と えば寝る前な ど に ，日

記を つ け る よ うに勧め た 。 そ して 参加者た ち に説明会

で 教 示用 の 冊 子 を渡 し， 3 日後 に 何 か 日記を続 け る 上

で 問題 が ない か どうか を確認 した。参加 者 たち は，各

自の 社会的相互作用の内容，関わ っ た相手の性 ， 相互

作用 の 長さを報告す る よ うに な っ て い る。RIR の 分析

方法 は次の 3 段階か ら成 っ て い る 。 第 1 段 階 （概観〉

は，す べ て の 参加者 の 相互作用 を記録用紙に 書き出す

作業 で ある。第 2殺階 懶 立）は，相 互作 用を同性 と の

関わ りの もの と異性 との 関わ りの もの に 分類 す る作業

で あ る 。 第 3段階 観 密 な友人 た ち ）は ， 参加者の 記述 の

中 で 特 に 親 密な相手 と の 相互作用 を取 り出す作業で あ

る 。 そ し て ， 社会的相互 作用 の 量 的測定 は 次 の 4 指標

で あっ た 。 社会的相互作用 の   1 日あた りの 人数 ，  

1日 に費や した時間，  1回 あた りの長さ，  各タ イ

プ の パ ーセ ン テ イ ジ （た と え ば
，同性 の 親 密 な 友人 を 含 む パ ー

セ ン テ イ ジ 〉。また ， 社会的相互作用 の 質的測定は 次の 5

指標 に関 し て 9 段階尺度で 評定す る 。   近 さ ：関わ っ

た相手 を ど の程 度人 間関係で 心 理的に近 く感 じ て い る

か 。   楽 し さ ：各相互 作用が どの程度喜 ば しい 満足 で

きる もの で あ っ た か 。   関わ っ た 他者の 反応 ：関わ っ

た 人々 は どの 程度 自分の 要求 や感情 に 反 応 を返 して く

れ た か。  決定 へ の 影響 ：何 をす る か と か ， ど こ で 行

う か な どの 決定 に 対 して どの 程 度影響を及 ぼ す こ と が

で き た か 。   自信 ： ど の程度 自己確信で きて い る か ，

どの 程度 自分 に 能力が あ る と感 じ て い る か 。       は

相互作用 の社会情緒 的 な次元 で あ り，    は相互作用

の 社会道具的次元 で ある 。 Nezlek ＆ Wheeler （19s4）

は ，
こ の よ うな 日記 は，個人 の相互作用 に関す る感情

的反応と そ の量 を測定す る た め に ， 妥当で 有益 な もの

であ る と述 べ て い る 。

　Reis ら （1985） は ， 7 日か ら18日間，平均 14．53日間

の RIR を用 い て社会的相互作用 と健康度の 関連 に つ

い て 調 べ た 。そ の結果，精神 的症状 ・感染症 ・循環器

系 ・神経系 ・消化器系 ・皮膚 ・事故 な どの健康問題 で

病 院 を訪 れた回数 と 社会的相互作用の質の関係は ， 女

性 の場合で は一．23か ら
一．30まで の 相関関係 が あ り，男

性 の 場合で は影響度だ け
一、26の相関関係が あ っ た 。 ま

た， 1 日 に 付き合 っ た他者 の 人数で見 られ る社会 的相

互作用の 量 と病院を訪れ た回数 の 関係 は ， 女性 の 場 合

で は付 き合 っ た相手が 異性で ．28， 同性で ．38の相関関

係が あ り， 男性 の 場 合 で は付 き合 っ た 相手が 異性で ．38

の相関関係があ っ たが 同性で は はっ き りした関係が 見

られな か っ た 。 つ ま り， 健康問題の頻度が多 い 人程 ，

社会的相互作用 の 量 が多 く質 が 低 い と言 え よ う 。 こ の

傾向は男性 よ り女性 に 顕著 に 現れた 。 Larson （1978）

は ， 被験者 自身 が 評定 した主観的健康感 と主観的幸福

感 の 間 に は高い 正 の相関関係 が ある と述 べ てい る 。 主

観 的健 康感 と相関が 高い と さ れ る 主観的幸福感 も社会

的相互作用 の 量 と負 の 相関 関係が あ り質 と 正 の相関関

係が あ る と推論で き る 。 Fordyce （1974） も幸福 に は親

密な人間 関係が 最高だ と述 べ て い る 。

　 こ の ような研 究 を踏 まえ て ，本調査で は，社会的相

互作用 の 質や 量 と主観的幸福感 の 関係を調べ る こ と を

目的 と し た 。

〔仮説 〕

（1） 主観的幸福感 と社会 的相互作用 の 質 〔接近度，愉快度

　 応 答 度，影 響 度，自信 度 ） に 正 の 相関関係が あ る 。
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（2） 主観的幸福感 と社会的相互作用 の 量 （接触 し た 他者

　 の 人 数 ） に 負の相関関係が ある 。

方　法

　 被験老　被験者 は専門学校生 222名の 内，調査 を完全

に実施で きな か っ た者 18名を除 く204名 傷 性 96名，女性

iOS名，平 均年齡 2P．03歳 ｛SD ； 2．20）） で あ っ た 。

　 実施時期　 3 回 に 分 けて資料収集がな され ， そ の実

施時期 は ， 1995年 4 月 と1995年 9 月 と 1996年 4 月 で

あ っ た 。

　 指　標

（1） 主観 的幸福感 は ， 10段階主観的幸福感評定 尺度 を

　 用 い た 。 こ れ は ， 被験者たち に ，最近 どの くらい 幸

　 せ を感 じて い る か に っ い て ／0段階で 自己評定 さ せ る

　 も の で あ る 。 主観的幸福感評定尺度 に つ い て ，妥当

　性 と信頼性を検討 した と こ ろ ， 被験 者98名 に よ る 主

　 観 的健康感尺度 （相 馬 ら，1990） と の相関は r ＝ ．44で，

　被験 者98名に よ る 2週間間隔の 再 テ ス ト法 に よ る信

　 頼性 は r ＝ ．69 で あ っ た。

｛2） 接近度 ， 愉快度 ， 応答度 ， 影響度，自信度は ，
RIR

　 を用 い た。被験者た ち は，B5 版 の 紙 10行か ら25行

　 程度 の 分量 で lEI毎に 日記 を記載した後，そ の 中 に

　記載さ れ た 登場人物 ひ と りひ と りに つ い て ， 1 日毎

　 に 接近度，愉快度 ， 応答度 ， 影響度 ， 自信度を 9 段

　 階 で 評定 した 。 222名に よ る主観的健康感尺度 （相馬

　 ら，ユggo＞ と の 相 関 は そ れ ぞ れ r＝．29 ， ．28， ．31，

　 ．44 ， ．37で ， 2週 間間隔の 再テ ス ト法の相関は それ

　 ぞれ r ＝．58， ．65， ．65， ．72，．54で あっ た。

　手続き　被験者全 員 に ，RIR を 4 週 間実施 し ， そ の

間 に 主観的幸福感 評定尺度を 2 回実施 し た 。

結果 と考察

　各被験者 の 主観的幸福感評定 尺度に記さ れ た 2 回 の

平均 値 と RIR に記され た接近度 ， 愉快度，応答度，影

響度 ， 自信度 ， 接触 した他者の 人 数 の 28日問の平均値

を ひ と りずつ 求 めた。そ して ， 主観的幸福感 と社会的

相互作用 の 質 （接近 度，愉快 度，応答度 影 響度，自信度） の 重

相関係数を求め ， 主観的幸福感 と社会 的相互作用の 量

1他者と 接触 した 人 数）の相関関係 を求め た （TABLEI ＞。そ

の 結果 ， 主観的幸福感 と社会的相互作用 の 質 の 問 に 正

の相関関係が 見 られた が ［r （4，201）； ．23、pく．05］， 主

観 的幸福感 と社会 的相互作用 の 量 の間に は有意な相関

関係が見られ な か っ た ［r （201）；．11］。

　本研究で は，「主観的幸福感 と社会 的相互 作用 の 質

（接近 度，諭快度，応 答度，影 響度，自信 度 ） に 正 の相関関係が

あ る」と い う仮説を立 て て い た が ，こ れ は 支持 さ れ た 。

主観 的幸福感の 高 い 人 ほ ど， 他者 に接近で き て愉快だ

TABLE　1　主観的幸福感 と社会的相互 作用 の 相関係数

指標 接近度愉快度 応答度 影響度 自信度 他者の 主観的 重 相関

  　　    　　    人数  幸福  係数

接近 度

  ．67榊 ，39穿’，56躰 ．61韓 ．1】 ，75躰

愉 快度

  ．24°．，55°亀．68帥　．  966 榊

応 答度

  ．66桝 ．34鉾
　．33亭 ゜ ．36寥 搴 ．23・

影響 度

  ，25縫 ．Ol ．44°零

自信 度

  ．14申、578°

他者の

人 数  ，11

主観 的

幸福 

騨
P〈．01　　

寧
Pく．05

と感 じ
， 相手が 応答し て くれ る と思 っ て お り， 自分が

相 手 に 影響 して い る と い う自覚を もち，対人 関係の も

ち 方に 自信を抱 い て い る と考 え ら れ る 。 「主 観 的幸福 感

と社会 的相互作用 の 量 髏 触 した他 者の 人数）に 負の相関

関係が あ る」 と い う仮説 に つ い て は 支持 さ れ な か っ た 。

各社会的相互作用 の質 ど う し の 間で は 正 の 相 関関係 が

多 く見 られ た が ， 質 と量 の 間 で は 負 の 相関関係 が部分

的 に 認 め ら れ た 。 親 密 で 相手 か らの応答が 得 ら れ る質

の高 い 社会的相互 作用 を体験 し て い る 入 ほ ど，高 い 主

観的幸福感 を抱 い て い る こ と が判る。しか し，社会 的

相互作用の 質が 高まる こ とで社会 的相互作用の量が 減

少 して ，そ の 結果 として 主観的幸福感が 上 が る の か ，

また は ， 主観 的幸福感が 高 い か ら社会 的相互 作用 の 質

が 高ま り量 が減少す るの か ， どち らな の か は こ の 調査

だけで は判 らな い
。 こ の よ う な こ と を明 らか に しよ う

と し た の が ， 次の 研究 2 で あ る。

研　究　 2

目　的

　本研究 の 目的 は，質 の高 い 社会的相互 作用 の 背景 と

なる認知 的変容 を促す こ と を ね ら い と した改定版認 知

的ア プ ロ ーチ に よ る ラ イ テ ィ ン グ法 が ， 主観的幸福感

の 変容 に 及 ぼ す効 果 を検討す る こ と で ある。

　研 究 1で ， 社会的相互作用 の質 と主観的幸福感が関

連す る こ と が 明 ら か と な っ た 。 Griggら （1989 ）は，長

い 間付 き合 っ て い る 20歳前後 の男女445名の 中 か らそ
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の 付 き合 い に 最 も満足 し て 幸せ を感 じ て い る40名 と最

も満足 して お らず幸せ を感 じ て い な い 40名を 選 び出 し ，

自分 や相手 に 関 して肯定的な行動 と否定的な行動を想

像 さ せ ，も し 自分 や相手 に そ の ような こ と が起 こ っ た

らど の ように 考 えた り感 じた りす る か を調 べ た 。 そ の

結果，幸 せ な 入 は 自分 や 相手 の 肯 定的 出来事 に 関 し て

は内的 で 安定 的 な要因 に 帰属さ せ 否定的出来事 に 関 し

て は外的で 流動 的な要因 に 帰属 さ せ る が，幸せ で な い

人 はそ の 逆 で あ る こ とが 見畠さ れ た 。 主観的幸福感 を

高め る た め に は， 対 入関係 内の 不快な 出来事を ， 自己

や 他 者 の 外的で 流動的な 要因に 帰属 さ せ て い く こ と が

必要 で ある。 こ の よ うな帰属の 仕方が で き る と適 応的

な認知が 形成 さ れ 易 くな り， 社会的相互作用の質の 高

い 安 定 的な対人 関係 を導 くこ とが で きる （Duck ，1993）。

　 Burke （1969）は ， 人 間関係を認知す る際 ， 行為 ・場

面 ・作用者 ・作用
・目的 （何 が 起 こ っ た か ・い っ ど こ で起 こ っ

た か ・誰 が 関与 した か ・どの よ うに起 こ っ た か ・な ぜ そ の 事 は起

こ っ た の か ） の 内ど の 視 点 で 捉え て い る か で ，認知 の 仕

方 が 違 っ て くる と い うpentad 理論 を唱 えた。彼 は，人

は
一

般 的 に こ れ ら 5 つ の 側面 の 内 の どれ か に 偏 っ た認

知 を し易 い 傾 向を も つ と述 べ
、 自分は こ れ ら 5 つ の 側

面 の 内 ，
ど の 側 面 を重視 し て認知す る傾 向が あ る か を

見極め る こ と が 大切で あ る と説 い た 。 そ して ，そ の 側

面以 外 に 視点 を移す こ と で 認 知 が論理 的柔軟的 に 変容

す る で あ ろ う と 考え た。根建 ・田 上 （1994） は ， 認知的

変容を め ざ し た ラ イ テ ィ ン グ法 に よっ て論理 的柔軟的

認知 が 促さ れ幸福感が上昇す る とい う知見 を得 て い る

が ， 認知的ア プ ロ
ー

チ に よ る ラ イ テ ィ ン グ法 に お け る

反論手続 き の 前に pentad 理論 を導 入 し，どの 視 点で

出来事 を捉 え て い る の か と い う こ と を被験者 自身 が 明

確に す る こ とで ， よ り適切 な反 論が 可能 と な る と考 え

られ る。こ の 方法 を使 っ て ， 不快な出来事 を外 的 で 流

動的な要因 に 帰 属 させ る こ と と非論理 的思考 を論理 的

に 修正 し て い くこ と が ， 社会的相互作用 と主観的幸福

感 の 変容 に 与え る影響 を検討す る。

〔仮説〕

｛1＞ 改定版認知的 ア ブ V 一
チ に よる ラ イテ ィ ン グ法 は

　 社 会的相互 作用 の 質を 上昇さ せ る 。

  　改定版認 知的 ア プ ロ
ー

チ に よ る ラ イ テ ィ ン グ法 は

　 社会的相互作用の 量 に は 影響 を与 えな い 。

  　改定版認知的ア プ ロ ーチ に よ る ラ イ テ ィ ン グ法 は

　 主観 的幸福 感 を増 加さ せ る。

方　法

　 被験者　専門学校生87名 の 内，実験群（プ ロ グ ラ ム を 実

施 す る群 ）45名 ， 統制群 （プロ グ ラ ム を 実施 し ない 群 ＞41名で

あ っ た 。

　実施期間　1996年 4 月 か ら1996 年 7 月 ま で で あ っ た 。

　指　標

（1＞社会的相互作用 の 質 は，次 の 指 標を用 い た。Roches ・

　 ter　lnteraction　Record （Wheeler ＆ Nezlek，1977） の

　中の接近 度 ， 愉快度 ， 応答度 ，影響度 ， 自信度の 1

　週 間分 の 合計点 を 出 し ， 1 日 当 た りの平均値を求め

　た 。 内的整合性 を調 べ た と こ ろ ， 全体の 得点 と接近

　度 ， 愉快度 ， 応答度 ， 影響 度 ， 自信度 と の 相関は そ

　 れぞれ ．86，．90，．83， ，84， ．85で あっ た 。

〔2〕社会 的相互 作 用 の 量 は，Rochester　 Interacti。n

　 Record の 中の接触 し た 他者の 人数の 1週 間分 の 合

　計点を出 し． 1 日当た りの平均値を求め た 。

  主観的幸福感 は ， 10段 階 主観 的幸福感評定尺度 を用

　 い た。

　 手続 き

（1｝個人調査票　被験者全員に ， カ ウ ン セ リ ン グ用紙 へ

　 の 生育 歴 と家庭状況 の 記載を 求め た 。

  事前 テ ス ト　 被験者全員に ，
Rochester　Interaction

　 Record を 1 週間 と主観的幸福感評定尺度 を実施 し

　 た 。

（3拠 置　次の処置 を 1週 間に 1 回ず つ 7 週 間 に 渡 っ て

　 行 っ た。

　 実験群　 1 回目は ，
．実験 者が 事 実 と 思考 の 区別の仕

方 〔井上 ら，1974〕に つ い て 説明 し ， 被験者 は実験者が作

成 し た事実 と思考 の 区別 の 仕方 に つ い て の 練習問題 を

行 っ た 。 2 回 目の始め に ， 記録用紙 の 見 本例 を示 しな

が ら  不快だ っ た 出来事及び  自動思考 の 記載 方法 を

説明し ， 各被験者 に 記録用紙     の 記載 を求め た D 被

験者 の 記載 に 対 し て ， 実験 者 が修正 や補 足 や強化 な ど

の コ メ ン トを書 き
， 次 の 回 に被験者 に 返 した。 3 回目

は ，実験者が 認知 の 歪 み （Freeman ，19S9＞に つ い て 説明

し
， 被 験者 は実験者が 作成 し た 認知 の 歪 み に つ い て の

練習問題 を行 っ た。 4回 目 の 始め に ， 記録用紙 の見本

例 を示 し なが ら  反論 の 記載 方法 を説明 し，各被験者

に 記録用紙   の 記載 を求め た 。 被験者 の 記載 に 対 し て
，

実験者が コ メ ン トを書 き ， 次の 回被験者に返 した 。 5

回 か ら 7 回 ま で 不快 な 出来事 ・自動思考 ・反論を繰 り

返 した。以上 の よ うな根建 ・
田上 〔1994 ＞ の 認知 的 ア ブ

n 一チ に よ る ラ イ テ ィ ン グ法 の  反論 の 前 に，次の よ

うな 〈帰属 の視点〉 の 記載を求 め た 。 自動思考 の 内容

を誰 が ・い つ ど こ で ・ど の よ うに ・な ぜ ・何 を と い う

5 つ の 視点か ら ， 自動思考 とは違 っ た捉え方が で き な

い か を考 え直し ， 対人関係内の 不快な出来事 を外 的 に

帰属 す る よ う指導 した 。た と え ば，ア ル バ イ ト先の店
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を辞め させ られ た の は 自分 が 駄 目なせ い だ とい う要因

の み に 決 め つ け る の で は な く， 店が 不景気 に な っ たた

め に ア ル バ イ タ ー
を今まで通 り雇 えな くな っ た な ど の

要因 も含め て 考 える とい うも の で あ る 。

　統制群 　こ の 授業や 宿題 は実際 に は幸福 と は関係な

い が ， 授業の始め に 「こ の 授 業 （宿題 ）は皆 さ ん ひ と り
’

ひ と り を幸せ に す る た め の も の で す 。 過去 に 実際に 実

施 した人 た ち の内 ， 多 くの 人 たちが幸福に な れ た と報

告し て い ます」 とい う教示 を毎回与え た 。

  事後 テ ス ト　事前テ ス トと 同様 に 行 っ た 。

結 　果

　社会的相 互作用 の質 と量 と主観的幸福感 に つ い て ，

実験群 と統制群の 事前テ ス トと事後テ ス トの 変化量 の

平均値 と標準偏差値 を求 め た （TABLE2 ）。次 Z
， 社会的

相 互作用 の 質と量 と主観的幸福感 に っ い て ， 両指標 と

も事前テ ス トで は有意差 が な か っ た た め，各 指標 に っ

い て 2 群間 で 事前テ ス トと事後 テ ス ト問 で 差 があ る か

どうか を見る た め に 分 散分析 を行 い
， 有意差 の あ っ た

も の に つ い て 下位検定 を行 っ た （TABLE 　2）。そ の結果 ，

社会的相互作用 の質［F （1，84）＝5．94、p〈．05］， と社会

的相互作用 の 量 ［F 〔1，84＞＝11．18，pく．  1］に お い て 有

意な交互作 用が見 られ ， 主観的幸福感 に お い て 交互作

用 に 有意傾 向が見 られ た ［F （1，84）二3．76、P〈．1  ］。 下

位検定で は ， 事後 テ ス トで 実験群が統制群 よ り，社会

的相互作用 の 質 に お い て 5 ％水準で有意 に 高 く， 社会

的相互作用 の 量 に お い て 1 ％水準で有意に低 く，主観

的幸福感 に お い て 5％水準で有意 に高か っ た。

TA 肌 E　2　事前テ ス トと事後 テ ス トの 差の平均値 と標

　　　　　準偏 差値

指標

群 実験 群 　統制 群 　　 F

社会的

相 互作 用

の 質

M2 ．95 −O．20 群 問差 2．39一

SD 　 6．77　 5 ．72　 段階 差 　 　 1．53

交互作 用 　 5．94“

社 会 的

相．互作用

の 量

M 　　
．2．13　 −0 ．45　群間差　　 Z、87＋

SD　　2．74　 2．60　 段階差 　　30．ユ2 “

交互作用　11．18榊

主 観的

幸 福感

M 　　 O．29　 −0．29　 群 間差 　　 4．2P

SD 　　l．49　　ユ．Z6　 段 階差　　 O．田

交 互作 用　 3．76＋

’
P く． ”

P〈， ip

〈．

考　察

　 本研究で は ， （1）「改定版認知的 アプ ロ ーチ に よ る ラ

イ テ ィ ン グ法は，社会的相互作用 の 質を 上 げる」 と い

う仮説を 立 て て い たが
，

こ れ は支持 された 。 実験群 は

統制群 よ り社会 的相互作用 の 質が上 が っ た。（2）「改定

版認知的 ア プ ロ ーチ に よ る ラ イ テ ィ ン グ法 は ， 社会的

相互作用 の 量 に影響を与えな い 」 とい う仮説 を立 て て

い たが ， 結果 を見 る と 実験 群は統制群 よ り社会的相互

作用 の 量 が 下 が っ た 。 （3｝「改定版認知 的 ア プ ロ ーチ に

よ るライ テ ィ ン グ法を実施す る と ， 主観的幸 福感が上

が る」 と い う仮説 を立 て て い た が ， こ れは
一

部支持 さ

れ た 。 実験群 は統制群よ り主観的幸福感が 上 が る傾向

が あ っ た 。 社会的場面 で体験す る出来事は同 じで も ，

そ の 出来 事 を視点 を変え て 受 け取 る こ とが で き る よ う

に な る と ， 相手 に 対す る感 情 も次 に起 こ る 行動 も変

わ っ て い くもの と考え られ る 。 Davis ＆ Oathout（1987 ）

は ， 共感性 に は共 に 感 じ る と い う感情的側面 と他者 の

立場 で 物事を捉 え る と い う認知的側面 と個人 的苦痛 と

い う 3 側面 があ る と述 べ ，付 き合 っ て い る期間が 長期

間持続 し て い る カ ッ プ ル と短期間の カ ッ プ ル との 間で ，

共感性の 3側面 と満足感 を比 較 した 。そ の 結果 ， 共感

性の 中の 他者 の 立場で物事 を捉え る と い う柔軟な 認 知

の 側面と満足感の 間 で相関が高い こ と を明 らか に した 。

っ ま り， 主観的幸福感 の中 の 認知的側面 で あ る 長期 に

わ た る 満足感 は ， 柔軟な 認知 と深 い 関連が あ る こ とが

判る 。

　本研究で は，不快 な 出来事 に お け る 反論 を出 して い

く際 に
， 被験者た ち に ，今 ま で 不快な出来事 を帰属 さ

せ て い た要因 は何か を考え さ せ る機会を与え，不 快 な

出来 事 を内的で安定的な要因 へ 帰属させ て い る場合は，

外的 で 流動的な要因 に 帰属 させ て い く よ うに 指導 して

い っ た 。 そ して ，論理 的 で 柔軟な 認知 をす る と い うの

は どの よう に物事を捉え て い くこ とな の か とい う こ と

を具体的な場面 で 学習 させ る た め に ， 実験 者 は 被験者

が 記載 し た 反論 に修正 や 新 た な 反論 の 追加 を行 っ て

い っ た。そ の よ うな 操作 を通 して t 被験者た ち は 不快

な出来事の帰属 の 仕方 を変え る こ と や非論理的思考を

修正 す る こ とを学習 し， 論理的柔軟 的認知 を形成 し て

い っ た。こ れ に よ っ て，接触 した相手 を 以 前よ り身近

に感 じ ， 相手 の 応答 に 満足 し ， 相手と の 対人 関係 を愉

快に 思 い ，自分 の相手へ の 影響力 を感 じ， 自信を得 た

もの と思 わ れ る 。 こ の よ うに して被験者た ち は，接触

した相手を以前 よ り親密に感 じ ら れ る よ う に な り， 社

会的相互作用 の 質が 上 が っ た の で あ る 。 そ し て ，

一
定

範囲 内 の 接触相手 と の 社 会的相互作用の 質の 向上 に
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よ っ て ， 接触相手を次 々 と変え て い く と い っ た社会的

相互作 用 の 量 を多 くす る必要が な くな っ た もの と思わ

れ る 。 社会的相互作用の 量が減少し て い くこ と で ， さ

らに 関わ っ て い る
一

定 範囲 の 他 者 へ の 接触が 増 して質

が 上 が っ て い っ た の で あ ろ う 。 そ し て ， 社会 的相互作

用 の 質 の．ヒ昇 に 伴 い
， 主観的幸 福感が 上昇 す る傾 向が

見 ら れ た 。 や は り幸福感を高め る の は ， 社会的相互作

用 の 量 で はな く質 で あ っ た と言 える 。

　本研究で は，不快な出来事に お け る 要因の 帰属の仕

方 を変化 させ て論理 的柔軟 的な認知を伸ば し て い くと

い う改定版認知的 ア プ ロ ーチ に よ る ライテ ィ ン グ法 を

実施 す る と，社会 的相 互 作用 の 質 の 上 昇 と社会 的相互

作用 の 量 の 減少 に 伴 い 主観 的幸 福感が 上昇す る傾 向が

あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 社会的相互作用 の 質 を高

め親密な他者 を実感で きる とい うこ と が 主観的幸福感

を上 げ る た め の 重 要 な要因 に な っ て い る こ と が わ か る。

Stanton（1988 ）は ， 愛情 の研究 に お い て 次の よ うに 述べ

て い る。最 高 に 親密 な人 間 関係 の ひ と つ に ， ロ マ ン

テ ィ ッ ク ラ ブ に 浸 っ て い る カ ッ プ ル が あ る。そ の よ う

な カ ッ プ ル は往 々 に して排他的に な り， 周囲の 人問関

係 か ら は 遠 ざ か る。 こ の よ うな カ ッ プ ル は，社 会的 に

は 不適応的な行動を起 こ し易 い
。

こ れ は ， 社会的相互

作用 の 質が極度 に 高 ま っ たた め に，社会的相互 作用 の

量 が 極端に下が っ た状態で あ る 。 本研 究 か ら
， 社会的

相互作用 の質が ある程度高ま る と そ れ に伴 っ て 社会的

相 互作用 の 量 が 減少 し主観的幸福感が高揚す る こ とが

明 ら か と な っ た が ， Stanton（ユ988）が 言うよ う に ， 極端

に 社会的相互作用 の 量 が 減少 し過 ぎる と社会的不適応

状態 に 陥 る こ と に な る 。今後 は幸福感 を 長 く持続 さ せ

て い くた め に は ， ど の よ うに して 社会的相互作用 の 質

と量 の バ ラ ン ス を と っ て い っ た ら良 い の か を探 っ て い

くこ とが必要 で あ ろ う。

引 用 文 献

Burke，　K ．1969　 A　grammar 　of 　motives ．　Berkeley ：

　　University　of 　California　Press．

大坊 郁夫・安 藤　清 ・池 田謙一　 1989 社 会心理学 パ ー

　　ス ペ ク テ ィ ブ ユ
ー

個人 か ら 他者 へ
一

　誠 信 書 房

　　Pp．291− 3U ．

Davis，　M ．H ．，＆ Oathout，　H ．A ， 1987　 Maintenance

　 　 of 　satisfaction 　in　romantic 　relationships ：Empa −

　　thy　and 　relationa ］　competence ，　ノburnai　Of
　　Personalily　and 　Social　Psychotogy，53，397 − 41 ．

Duck ，　S．W ． 1993　 A 　model 　for　the　socialization 　of

　　peer　competence ．　 In　 S．W ．　Duck 〈Ed．），Leam −

　　ing　about 　relationsh 三ps　（Pp．146）．　London 　：

　 　 SAGE 　 Publication．

Freeman ，　A． 1989　The　practice 　Qf　cQgnitive 　ther −

　　apy ．（遊佐安一郎訳　1989 認知療法入 門　星和

　　書店 ）

Fordyce　1974　The 　 psycho】ogy 　 of 　happiness−一一A

　　 brief　 version 　 of 　 the　 fourteen　 fundamentals−

　　Edison　Co   unity 　Col】ege ．

Grigg，　 F ．，　 Fletcher，　 G ．J．O ．　＆　Fitness，　 J．　 1989

　　Spontaneous　attributions 　in　hapPy 　and 　unhapPy

　　dating　relatienships ．　fournet　of 　Socint　and

　　 Personel∫〜elation ∫hiPs，6，61− 68．

井上 尚美・福沢周亮・平栗隆之　1974　
一
般 意味論 　河

　　 野心理

Larson，　R ．　1978　Thirty　years 　of 　research 　on 　the

　　subjective 　well −being　of 　older 　Americans．

　　Jou「 nai 　Of　Gerontology，33，　IO9− 125．

根建 由美子
・田 上 不 二 夫　1994 認知 再構成的 ア プ

　　 ロ
ー

チ に よ る文書指導が 主観的幸福感 の 変容 に 及

　　 ぼ す効果　 カ ウ ン セ リン グ研究 27，21− 26．

根建 由美子
・
田 上 不 二 夫　 1995　主観的幸福感に 関す

　　 る展 望　カ ウ ン セ リ ン グ研 究 ，
28

，
203− 211．

Nezlek，」．B．，＆ Whee ］er ，　 L． 1984　 RIRAP ； Ro ・

　　 chester 　 Interaction　 Record　 Analysis　 Package，

　　 Psychologicat　 DOCZtments，
14

， 6．（Ms ．　No ．2610）

Reis，　H ．T ．，　Wheeler ，　L．，　Kernis，　M ．H ．，　Spiegel，　N ．，＆

　　 Nezlek
，
　J， 1985　0n 　specificity 　in　the　impact

　　 of　social 　participatiQn 　on 　physical 　arld　psycho・

　　 logical　heal亡h．　丿bπγ觚 ！　Of　Pe7souality　and

　　 Sectal　IVchotogy，48，456− 471．

相馬
一

郎 ・春木　豊 ・野 呂影 勇 　1990　健康感 尺度の

　　 作成　平成元年度科学研究 費補助金研究成果報告

　　 書，1− 14．

Stanton，　 P．　 1988　Fools　for　love．　In　R ．J、　 Stem−

　　 berg ＆ M 、L．　Barnes （Eds．〉，The 　psychology　of

　　 love．　 Ya ］e　University　Press ： New 　Haven 　and

　　 London ．　 Pp．159− 188．

Wheeler，　L ，＆ Nezlek，　J．B ． 1977　 Sex　differences

　　 in　social 　participa とion．　ノ
’
oumeai 　of　Personaiity

　　 and 　Sociai　P ミソcho 　iogJ・、35，742− 754．

　　　　　　　　　　　　 （1997．2．27 受稿，9．3 受理 ）

57

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


